
公
益
財
団
法
人 

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

広
報
紙

日
管
き
ん
き

日
管
き
ん
き

●
次
代
と
時
代
に
あ
っ
た
柔
軟
な
体
制
へ  

●
近
畿
６
府
県
支
部
長
が
巳
年
に
抱
負
語
る

　

日
管
協
で
は
、
会
員
満
足
度

の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

時
代
の
変
化
や
地
域
の
規
模
や

実
情
に
柔
軟
に
応
じ
ら
れ
る
組

織
づ
く
り
と
そ
の
運
営
の
あ
り

方
を
見
直
す
検
討
作
業
に
入
っ

て
い
ま
す
。「
中
長
期
運
営
方

針
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

今
後
の
会
員
拡
充
に
伴
う
基
盤

強
化
を
も
に
ら
み
、
硬
直
化
し

な
い
組
織
・
運
営
体
制
を
構
築

す
る
。
日
管
協
副
会
長
で
も
あ

る
私
が
委
員
長
に
就
き
議
論
・

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
日

管
協
と
い
う
「
塊
」
が
持
つ
規

模
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
掘
し
追
求

す
る
。
会
員
・
オ
ー
ナ
ー
利
益

に
結
び
付
く
は
ず
。
４
月
に
も

原
案
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　

今
年
は
「
復
活
と
再
生
」
の

印
で
あ
る
巳
年
。
特
に
「
努
力

を
重
ね
物
事
を
安
定
さ
せ
る
」

乙
巳
（
き
の
と
み
）
に
当
た
り

ま
す
。
大
阪
・
関
西
万
博
も
開

幕
し
近
畿
が
盛
り
上
が
る
年
で

す
。
日
管
協
近
畿
も
そ
の
波
に

乗
り
一
気
に
信
頼
団
体
と
し
て

新
た
な
「
復
活
」「
再
生
」
を

成
し
遂
げ
ま
す
。

　

主
要
産
業
と
な
っ
た
賃
貸
住
宅
管
理
業
。
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
の

役
割
は
、
そ
の
重
み
が
さ
ら
に
増
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
日
管
協
は
組
織
改
革
を

伴
う
運
営
強
化
に
乗
り
出
し
ま
す
。「
復
活
・
再
生
」
の
象
徴
と
さ
れ
る
巳
年
。
日
管
協
の
今
年
は
い

か
に
。
太
田
卓
利
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
決
意
を
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
建
政
部
の
淺
田
登
不

動
産
業
適
正
化
推
進
官
か
ら
期
待
を
込
め
た
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
昨

年
12
月
３
日
、
和
歌
山
市
内
で

幹
事
会
を
開
催
し
、
本
部
が
設

定
し
た
①
会
員
拡
大
取
り
組
み

強
化
②
賃
貸
住
宅
管
理
業
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
人
材
確
保
③

資
格
制
度
を
通
じ
た
賃
貸
住
宅

管
理
業
従
事
者
の
資
質
向
上
④

賃
貸
住
宅
管
理
業
関
連
法
令
・

業
務
に
対
す
る
会
員
支
援
⑤
会

員
満
足
度
向
上
へ
の
組
織
改
革

⑥
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
民
間

賃
貸
住
宅
へ
の
受
け
入
れ
に
関

す
る
研
究
―
―
の
６
項
目
に
基

づ
き
近
畿
６
府
県
支
部
が
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

広
島
に
全
支
部
長
集
結

知
見
深
め
地
元
に
還
流

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
は

11
月
28
、
29
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
広
島
市
内
で
、
24
年
度
第

２
回
全
国
支
部
長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
塩
見
紀
昭
会
長
ら

幹
部
役
員
を
は
じ
め
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
６
府
県
支
部
長
を
含
む

全
国
の
支
部
長
が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
活
動
・
事
例
報

告
や
企
業
戦
略
に
関
す
る
勉
強

会
な
ど
を
実
施
。
２
日
目
に
は

中
四
国
で
管
理
戸
数
・
仲
介
件

数
１
位
を
誇
る
広
島
市
の
総
合

不
動
産
、
良
和
ハ
ウ
ス
（
和
田

伸
幸
社
長
）
本
社
視
察
を
軸
と

す
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
行
い
、

知
見
を
深
め
ま
し
た
。
各
支
部

長
は
会
議
の
果
実
を
持
ち
帰
り

会
員
業
務
に
役
立
つ
よ
う
咀
嚼

し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。

日
管
協
大
阪
府
支
部 

　

賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
に 

　

　

満
を
持
し
て
出
展

　

日
管
協
大
阪
府
支
部
（
影
山

真
由
美
支
部
長
）
は
「
住
環
境

セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
昨
年
12

月
５
、
６
日
に
大
阪
・
南
港
イ

ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
開
催
さ
れ

た
「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
２
０
２

４
ｉ
ｎ
大
阪
」（
全
国
賃
貸
住

宅
新
聞
社
主
催
）
に
出
展
し
ま

し
た
。（
３
面
に
関
連
記
事
）

　

大
阪
府
・
市
、
経
産
省
や
日

管
協
も
後
援
。
イ
ン
テ
ッ
ク
ス

４
・
５
号
館
を
会
場
に
ベ
ン
チ

ャ
ー
か
ら
大
手
ま
で
１
１
２
社

・
団
体
が
出
展
す
る
賃
貸
不
動

産
関
連
の「
総
合
見
本
市
」で
、

2
日
間
に
４
９
０
４
人
が
来
場

し
ま
し
た
。
大
阪
府
支
部
出
展

は
5
年
ぶ
り
。
満
を
持
し
て
の

再
登
場
で
す
。

　

大
阪
府
支
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
含
む
セ
ミ
ナ

ー
４
本
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
場

活
性
化
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し

て
日
管
協
兵
庫
県
支
部
長
で
神

戸
の
ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン
社
長

の
松
本
智
さ
ん
が
「
資
産
の
相

談
役
」
の
テ
ー
マ
で
登
壇
し
ま

し
た
。（
写
真
右
上
は
日
管
協

大
阪
府
支
部
ブ

ー
ス
で
、
同
下

が
支
部
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
。
左
の
写

真
が
松
本
さ
ん

講
演
）

満足度向上へ運営強化
会
員
と
家
主
の
利
益
追
求

新
た
な「
復
活
」の
年

日本賃貸住宅管理
協会近畿ブロック長

太田 卓利氏

国土交通省近畿地方整備
局建政部建設産業第二課
不動産業適正化推進官

淺田 登氏

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
に

お
か
れ
て
は
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
住
環
境
の
提
供
と
賃
貸

住
宅
市
場
の
整
備
・
健
全
な
発

展
の
た
め
に
活
動
さ
れ
、
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
会
員
、
預
り

金
保
証
制
度
加
入
も
着
実
に
増

加
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

　

居
住
者
・
所
有
者
に
と
っ
て

皆
様
の
役
割
は
大
き
く
、
特
に

預
り
金
保
証
制
度
は
、
所
有
者

に
と
っ
て
は
、
安
心
を
提
供
す

る
も
の
か
と
も
思
い
ま
す
の

で
、
ま
す
ま
す
加
入
を
増
や
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
様
々
な
改
正
や
出
来

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

「
柔
軟
に
・
堅
実
に
・
健
全
な
」

業
の
発
展
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
我
々
と
し
て
も
、
居
住

者
・
所
有
者
か
ら
の
お
話
し
を

伺
う
こ
と
や
、
皆
様
と
の
調
査

な
ど
の
関
係
を
通
じ
て
、
役
割

を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

期待に応える日管協へ

柔
軟･

堅
実･

健
全
に

和
歌
山
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
開
催

会
員
拡
大
な
ど
重
点
事
業
６
項
目
推
進

全国の支部長が会す

日管きんき〈1〉

●大 阪 府 支 部
●京 都 府 支 部
●兵 庫 県 支 部
●滋 賀 県 支 部
●和 歌 山 県 支 部
●奈 良 県 支 部

令和７年（2025年）
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　新生活者の暮らしを
サポートする企業とし
て、ライフライン代行
サービスと、スマホ向
け新生活応援情報スマ
ートコンテンツ「ＲＩ
ＲＩＦＥ（リリフ）」
の発信などを行ってい
ます。管理会社様から
の顧客紹介を踏まえ外
国人向けも含め最適な

入居者サービスを提供します。公共
サービスの手続き代行、インターネ
ットやウォーターサーバー、レンタ
ル家具なども提案します。「リリフ」
では新生活に必要な知識、家電・寝
具・雑貨など暮らしに役立つ情報マ
ガジンとして発信しており、契約後
も一過性ではなく、多言語コールセ
ンターを通して入居者を末永くサポ
ートする体制をとっています。
　入居者ニーズに対応したサービス
提案のためにも、管理会社様の生の
声を聴くことが重要。入会のきっか

けです。日管協は会員間情報交流や
研修会、管理業務資料などが充実し
ており、弊社にとってもビジネスチ
ャンスが生まれると確信しました。
　当社は不動産会社様とともにサー
ビスを生み出し作っていくことが大
切だと考えています。同業他社には
ない「一歩先行くサービス」を提案
ができるところも当社の強みです。
例えば、各家庭の
アナログ式電力メ
ーターをデジタル
式電力量計スマー
トメーターに取り
換える事務手続き
代行サービスなど
がそうです。
　これからもお客
様（不動産会社と
入居者）の立場に
立って、当社の技
術力と企画力で新
たなサービスを創
造していきます。

｢一歩先のサービス｣
新生活の質引き上げ

　大阪府支部の特別会員として入会したのがClassLab.(クラスラボ)さん。
設立は2019年、引越時の「水道・電気・ガス・インターネット」といった
ライフライン手続き代行などで新生活支援サービスを提案します。同社Ｎ
Ｗ事業部の大川忠祐部長に入会へのきっかけと今後について聞きました。

ClassLab.( クラスラボ )
大川忠祐ＮＷ事業部長

ClassLab.
(クラスラボ)
大川忠祐

ＮＷ事業部長

新生活応援コンテンツ
「リリフ」スマホ画面

　前田さ
んは前職
で賃貸管
理会社に
勤務しな
がら大阪
府支部副
支部長と

して協会運営に携わりました。「賃
貸住宅のサッシ開閉不良を、当社の
サッシ戸車技術を生かした汎用性戸
車で解消したく入会しました」
　同社はサッシ開閉をスムーズにす
る戸車の開発・製造に 1965 年から
取り組み、主に分譲マンションの交
換商品として国内シェア 70％を占
めます。そのノウハウを低層用アパ
ートのサッシに生かそうと汎用性戸
車を商品化、「当社Ｗｅｂサイト『戸
車Ｐｒｏ』で購入できます」（前田

さん）。それを「管理会社の施工会
社研修会での商品説明などで周知で
きればと」（久保さん、岡田さん）。
　前田さんが日管協役員当時は「消
費税対応や原状回復工事などへの対
応があり、それらへのスキームづく
りによって管理業界を（根底から）
支えつつ発展を見据えた」。根底が
固まった現在は、「日常生活に欠か
せない住まいを扱う管理会社は、同
時にオーナーの資産価値の維持や高
齢化など様々な課題に直面」してい
ると現状を指摘し、会員が社会とオ
ーナーニーズに応
えていくうえでも
「会員を今後とも
支える協会であっ
てほしい」と〝日
管協ＯＢ〟として
の願いも込めまし
た。（写真は左か
ら 岡 田 満 菜 美 さ
ん、 久 保 喜 弘 さ
ん、前田昌則さん）

低層向けサッシ戸車へ
世界トップの技いかす

　大阪府支部特別会員で入会した中西金属工業。モーターなどの回転機器軸受中核部品
「ベアリングリテーナー」メーカーとして世界トップ級シェアを誇る創業100周年の大阪の金属加
工老舗です。サッシ用戸車交換サービス事業で住宅部品を取り扱う特機事業部の前田昌則顧
問、同部の久保喜弘リフォーム部西日本グループ長、岡田満菜美さんにご登場いただきました。

中西金属工業 特機事業部
前田昌則顧問

久保喜弘リフォーム部 
　　　 西日本グループ長

岡田満菜美さんリフォーム部

中西金属社屋

汎用サッシ戸車

「
孤
」か
ら「
個
」へ

影
山
真
由
美
大
阪
府
支
部
長

　

昨
年
に
続
き

豊
中
・
緑
地
公

園
の
子
育
て
支

援
で
は
、
定
期

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン

ト
、
地
元
北
摂
の
地
場
産
品
を

提
供
す
る
マ
ル
シ
ェ
の
毎
月
開

催
で
入
居
者
と
地
域
の
交
流
の

輪
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
『
弧
』か
ら『
個
』を
目
指
す
。

孤
独
や
不
安
を
抱
え
る
人
た
ち

が
少
な
く
な
い
中
、
社
会
と
の

繋
が
り
を
再
構
築
、
そ
の
人
ら

し
く
暮
ら
せ
る
居
場
所
づ
く
り

を
支
援
し
、
不
安
を
抱
え
な
が

ら
生
活
す
る
「
孤
人
」
か
ら
、

安
心
を
基
盤
に
自
立
生
活
が
営

め
る
「
個
人
」
と
し
て
社
会
参

加
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

高
齢
者
・
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
も
検
討
中
で
、

そ
の
た
め
の
空
き
家
（
集
合
住

宅
）
を
探
し
て
い
ま
す
。

「
攻
守
」力
を
磨
く

松
本
智
兵
庫
県
支
部
長

　

兵
庫
県
支
部

と
し
て
は
、
ま

ず
は
県
政
の
動

き
を
注
目
し
つ

つ
、
県
下
経
済
と
不
動
産
市
場

の
動
向
を
見
極
め
賃
貸
住
宅
管

理
業
の
高
度
化
を
進
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
賃
貸
住
宅

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
主
任
者
」
を
増

や
し
、
空
き
家
対
策
・
活
用
を

意
識
し
環
境
に
も
配
慮
し
た
建

物
管
理
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
効
率
的
な
募
集
や
管
理

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
オ
ー

ナ
ー
の
収
益
を
上
げ
て
い
く
。

そ
し
て
近
い
将
来
い
つ
来
る
か

分
か
ら
な
い
自
然
災
害
へ
の
対

策
と
準
備
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

情
報
資
源
生
か
す

安
田
栄
慈
京
都
府
支
部
長

　

支
部
長
に
就

任
し
て
３
年
、

皆
様
の
ご
協
力

の
も
と
支
部
の

発
展
と
管
理
業
界
の
さ
ら
な
る

躍
進
を
期
し
、
役
目
を
果
た
し
て

い
き
た
い
。
役
柄
上
、
本
部
・
全

国
各
地
を
訪
れ
貴
重
な
情
報
交

換
で
得
た
も
の
を
支
部
に
伝
え
、

有
効
な
再
生
へ
と
つ
な
ぐ
。
今
年

も
こ
の
路
線
で
進
む
考
え
で
す
。

　

支
部
活
動
の
柱
は
①
情
報
を

生
か
し
再
生
・
検
討
す
る
②
地

元
行
政
と
の
協
力
③
市
民
の
信

頼
獲
得
④
市
民
へ
支
部
の
存
在

を
明
確
に
す
る
―
で
す
。
京
都

は
市
民
意
識
が
高
く
支
部
活
動

も
応
え
る
責
任
が
あ
る
。
内
容

あ
る
定
例
会
や
研
修
会
の
実
施

が
会
員
加
入
に
つ
な
が
る
こ
と

を
目
標
に
、
有
意
義
な
１
年
に

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

将
来
見
据
え
対
策

末
吉
亜
矢
和
歌
山
県
支
部
長

　

人
口
減
少
に

伴
い
全
国
的
に

空
き
家
が
増
え

る
中
、
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
や
設
備
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
入
居
率
向
上

だ
け
で
な
く
、
入
居
者
・
オ
ー

ナ
ー
と
も
顧
客
の
皆
様
に
そ
の

土
地
に
住
ま
う
幸
せ
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
広
く
情
報

発
信
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
へ
、
二
地
域

居
住
者
向
け
の
住
ま
い
や
、
地

域
住
民
と
の
交
流
の
た
め
の
環

境
整
備
等
に
も
官
民
連
携
を
進

め
る
。
将
来
を
見
据
え
た
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

資
産
承
継
と
も
に

山
口
俊
和
滋
賀
県
支
部
長

　

近
年
、
代
替

わ
り
を
検
討
さ

れ
て
い
る
オ
ー

ナ
ー
様
も
多
数

お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
資
産
の
価
値

を
最
大
限
に
高
め
、
ど
の
よ
う

に
し
て
円
滑
・
迅
速
か
つ
有
利

に
引
き
継
ぐ
か
、
と
い
う
こ
と

も
〝
オ
ー
ナ
ー
業
の
承
継
〟
と

い
う
観
点
か
ら
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
実
際
に
は
い

か
に
入
居
者
が
求
め
る
設
備
を

そ
ろ
え
、
防
災
防
犯
機
能
も
強

化
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も

非
常
に
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。

　

材
料
費
が
高
騰
し
金
利
も
復

活
し
た
中
、
需
要
の
見
極
め
は

難
し
い
。
１
部
屋
ず
つ
で
も
投

資
し
回
収
す
る
こ
と
も
１
つ
の

有
効
な
手
段
。
管
理
会
社
と
し

て
オ
ー
ナ
ー
様
と
共
に
取
り
組

ん
で
い
く
べ
き
課
題
で
は
な
い

か
と
考
え
る
次
第
で
す
。

発
展
へ「
シ
ン
挑
戦
」

小
西
克
美
奈
良
県
支
部
長

　

昨
年
は
社
会

情
勢
の
影
響
で

様
々
な
変
化
が

あ
り
、
私
た
ち

の
業
務
に
も
新
た
な
挑
戦
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
や
高
齢
化
社
会

の
進
展
、
環
境
問
題
へ
の
対
応

な
ど
で
す
。
賃
貸
住
宅
の
管
理

業
務
に
お
い
て
も
重
要
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
更
な
る
業
務
の
改
善

と
管
理
の
効
率
化
を
進
め
、
賃

貸
住
宅
管
理
業
者
と
し
て
の
社

会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
き
、

業
界
全
体
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
も
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
と

し
て
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
日
本
賃
貸

住
宅
管
理
協
会
近
畿
府
県
支
部

長
の
抱
負
・
決
意
が
出
そ
ろ
い

ま
し
た
。
共
通
項
は
「
地
域
力

を
高
め
る
管
理
」
で
す
。

日
管
協

近
　
畿 

府
県
支
部
長
、新
年
に
飛
躍
を
誓
う

地
域
力
高
め
る
管
理
へ

KINKI in General令和 7 年（2025 年）1 月 1 日 Vol. 42 日管きんき〈2〉



　

日
管
協
が
毎
秋
全
国
展
開
し

て
い
る
「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ

ー
（
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
）」

と
し
て
の
フ
ェ
ア
出
展
で
す
。

　

会
場
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

５
号
館
に
ブ
ー
ス
を
構
え
る
一

方
、
特
設
セ
ミ
ナ
ー
ス
テ
ー
ジ

で
初
日
午
後
に
は
松
尾
允
泰
副

支
部
長
の
司
会
で
影
山
支
部

長
、
水
野
達
司
副
支
部
長
ら
パ

ネ
ラ
ー
が
「
漂
流
す
る
管
理
会

社
」
の
行
方
に
切
り
込
み
、
東

京
か
ら
駆
け
付
け
た
塩
見
紀
昭

会
長
が
業
界
の
未
来
を
予
測
し

ま
し
た
（
写
真
上
）。
支
部
組

織
広
報
委
、
企
画
研
修
・
業
務

研
究
委
の
主
管
で
す
。
２
日
目

は
宮
西
安
広
企
画
研
修
・
業
務

研
究
委
員
長
が
「
勝
ち
組
家

主
」
へ
の
道
筋
を
示
し
（
同

中
）、
レ
デ
ィ
ー
ス
委
に
よ
る

カ
ラ
ー
セ
ミ
ナ
ー（
同
下
）と
、

多
彩
で
切
れ
味
鋭
く
生
の
情
報

を
発
信
。「
日
管
協
大
阪
こ
こ

に
あ
り
」を
印
象
付
け
ま
し
た
。

 

満
室
へ
外
国
人
入
居
も

 

日
管
協
が
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
は

オ
ー
ナ
ー
と
賃
貸
管
理
業
者
な

ど
不
動
産
事
業
者
を
対
象
に
、

「
外
国
人
の
入
居
受
入
れ
サ
ポ

ー
ト
」
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
土
交

通
省
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す

る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
住
宅
確
保
要

配
慮
者
の
外
国
人
だ
け
で
な
く

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
含
め
た
入
居
支

援
を
促
進
、「
多
様
性
を
取
り

入
れ
た
」
全
方
位
の
受
け
入
れ

体
制
整
備
に
よ
っ
て
「
満
室
戦

略
」
に
つ
な
げ
る
狙
い
も
あ
り

ま
す
。

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
形
式

全
３
回
で
、
第
１
回
目
は
12
月

に
終
了
。
１
月
17
日
の
第
２
回

目
、
２
月
７
日
の
第
３
回
目
の

受
講
を
受
け
付
け
中
で
す
。
全

３
回
と
も
午
後
1
～
４
時
50
分

の
間
に
、
最
前
線
で
活
躍
す
る

業
界
人
３
講
師
が
各
70
分
の
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
。
外
国
人
受
け

入
れ
の
た
め
の
手
法
や
Ａ
Ｉ
活

用
ツ
ー
ル
、
現
状
や
課
題
の
提

示
と
解
決
法
な
ど
が
解
説
さ
れ

ま
す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
日
管
協
Ｈ
Ｐ
か
☎
０
３
・

６
２
６
５
・
１
５
５
５
ま
で
。

「
ゴ
ー
ル
」
設
定
し

価
値
最
大
化
狙
え

 

大
阪
府
支
部
若
手
研
修

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
大

阪
府
支
部
若
手
研
究
グ
ル
ー
プ

が
昨
年
10
月
17
日
に
実
施
し
た

研
修
会
に
会
員
各
社
の
若
手
精

鋭
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
Ｐ
Ｍ
（
プ
ロ
パ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」。
同
支
部
幹
事
で
富

田
林
市
の
ミ
ツ
ケ
ン
・
谷
村
充

功
社
長
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
同

社
事
務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

谷
村
社
長
は
大
規
模
修
繕
を

手
掛
け
な
が
ら
、
家
主
と
し
て

様
々
な
オ
ー
ナ
ー
の
会
に
参
加

し
た
り
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
役
員
と
し
て
も
活
動
。
今
回

の
研
修
会
は
管
理
会
社
若
手
に

「
必
要
な
知
識
を
得
て
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も
ら
お

う
」
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
「
Ｐ
Ｍ
を
端
的
に
説
明
で
き

る
人
は
い
ま
す
か
」
と
の
い
き

な
り
の
問
い
掛
け
に
参
加
者
は

戸
惑
っ
た
様
子
。
谷
村
社
長
は

「
ま
ず
大
家
の
こ
と
を
知
る
こ

と
」
と
話
し
、
家
主
の
財
務
状

況
把
握
に
つ
い
て
自
ら
の
物
件

情
報
を
公
開
し
な
が
ら
「
単
に

物
件
管
理
だ
け
で
な
く
、
不
動

産
資
産
の
価
値
を
最
大
化
し
、

オ
ー
ナ
ー
に
安
定
し
た
収
益
を

提
供
す
る
。
家
主
の
目
的
を
理

解
し
一
緒
に
並
走
す
る
こ
と
が

大
事
」
と
示
唆
。「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
“
議
論

百
出
”。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
も

「
管
理
能
力
・
共
有
・
雰
囲
気

づ
く
り
」
な
ど
多
く
の
考
え
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　

両
者
の
違
い
に
つ
い
て
谷
村

社
長
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
人
々
を

導
き
、
目
標
に
向
か
っ
て
進
ま

せ
る
、
い
わ
ば
ゴ
ー
ル
設
定
。

一
方
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
プ
ロ

セ
ス
を
計
画
・
管
理
し
て
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
、
山
登
り
の

ル
ー
ト
決
め
で
す
」
と
か
み
砕

き
ま
し
た
。

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

し
た
宮
西
安
広
企
画
研
修
・
業

務
研
究
委
員
長
は
「
イ
ン
プ
ッ

ト
し
た
こ
と
を
会
社
内
で
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
・
共
有
し
、
業
務
に

生
か
し
て
」
と
若
手
参
加
者
を

鼓
舞
し
ま
し
た
。

情報を制する者は、
賃貸管理を制する！
日管協が役立つメルマガ配信中

　日本賃貸住宅管理協会は、セミナー
開催予定や行政・法体系など賃貸管理
に役立つ様々な情報を「日管協メール
マガジン」で絶賛配信中です。管理会
社の「困った事例」やクレーム・トラ
ブルといった管理の悩み、気になる・
知りたい「あの情報」「この情報」、行
政の最新動向などを会員限定で毎週金
曜日にメルマガ配信！　例えば…☆ク
レーム・トラブルの早期解決に向けた
見解と対策をご紹介からひとコマ。「生
活音が気になる」「ゴミの分別が守ら
れない」「無断駐車がある」など、管
理会社からの相談事例を顧問弁護士や
相談員が解説し、その見解と対策など
を盛り込んだ「業務リスク研究シリー
ズ」。☆行政動向・法改正など知りた
い情報をいち早くお届け！　不動産に
関わる最新の法改正や、行政の施策、
統計調査に関する情報はもちろん、管
理業を営む上で欠かせない重要な情報
をまとめ、迅速に配信します。（日管
協会員以外の一般の方も限定配信分を
登録・無料購読可）
■会員向け日管協メルマガ登録手順

①日管協公式ホームページ
　https://www.jpm.jp/
か右記ＱＲコードで仮登録
②仮登録後、入力アドレス
に本登録用のメールが届くので、メー
ルに記載のＵＲＬをクリック（タッ
プ）、本登録を完了！
※�全社員一括登録サービスもあります。

日管協ＨＰ「お問い合わせ」から連絡。
　https://www.jpm.jp/contact/

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
大
阪
府
支
部
（
影
山
真
由
美
支
部

長
）
は
、
大
阪
・
南
港
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
昨
年
12
月
５
～

６
日
開
催
の
「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
２
０
２
４
ｉ
ｎ
大
阪
」
に
出

展
、
セ
ミ
ナ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
時
宜
を
得
た
情
報
を
発

信
、
存
在
感
を
発
揮
し
ま
し
た
。
（
１
面
参
照
）

Ｐ
Ｍ
と
リ
ー
ダ
ー
論
に
精
鋭
11
名

｢

日
管
協
大
阪
こ
こ
に
あ
り｣

印
象
付
け

　

防
音
仕
様
で
自
由
に
楽
器
演
奏
な
ど
が

楽
し
め
る
〝
音
楽
賃
貸
住
宅
〟。
音
楽
特

化
型
と
い
う
独
自
性
か
ら
周
辺
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
と
も
競
合
せ
ず
、
築
30
年
超
経
っ

て
も
人
気
に
陰
り
が

な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
。
大
阪
市

の
ア
ド
ミ
ニ
が
管
理

す
る
豊
中
市
内
「
ク

イ
ー
ン
ズ
コ
ー
ト
ル
ネ
サ
ン
ス
」
も
そ
の

１
つ
で
す
。

　

阪
急
宝
塚
線
服
部
天
神
駅
か
ら
徒
歩
６

分
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
３
階
建

て
、
ワ
ン
ル
ー
ム
タ
イ
プ
総
21
戸
、
女
性

専
用
の
安
心
感
も
あ
る
「
レ
デ
ィ
ー
ス
マ

ン
シ
ョ
ン
」。
近
く
に
は
大
阪
音
楽
大
学

が
あ
り
ま
す
。

　

楽
器
を
演
奏
す
る
音
大
女
子
学
生
な
ど

毎
年
入
居
者
入
れ
替
わ
り
も
見
込
む
こ
と

が
で
き
る
単
身
女
性
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

っ
た
こ
と
が
「
空
室
対
策
と
し
て
大
き
な

武
器
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

の
同
社
の
推
測
通
り
、
１
９
８
７
年
築
物

件
に
か
か
わ
ら
ず
平
均
稼
働
率
は
常
時
９

割
以
上
。
音
大
生
や
楽
器
演
奏
者
な
ど
か

ら
支
持
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

高
級
で
重
厚
感
の
あ
る
外
観
に
、
居
室

も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
配
色
。
１
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
あ
る

入
居
者
専
用
楽
器
ル

ー
ム
に
は
２
台
の
ピ

ア
ノ
を
設
置
。
午
前

８
～
午
後
11
時
ま
で

自
由
に
入
退
室
・
演

奏
で
き
る
う
え
入
居

者
間
の
憩
い
と
交
流

の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
＝
写
真
。

　

家
賃
は
３
万
～
４

万
円
台
と
相
場
並
み

で
す
が
、
外
部
ス
タ
ジ
オ
を
借
り
る
費
用

が
掛
か
ら
ず
、
共
通
の
趣
味
で
つ
な
が
る

住
人
同
士
気
兼
ね
な
く
好
き
な
と
き
に
音

を
出
せ
る
環
境
こ
そ
が
部
屋
選
び
の
決
め

手
に
な
っ
て
い
る
模
様
。
音
楽
あ
る
限
り

「
魅
力
衰
え
知
ら
ず
」
で
す
。

大
阪
府
支
部
が
存
在
感
発
揮　

賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
で
情
報
多
彩
に
発
信

若手の精鋭が参加

需
要
根
強
い「
音
楽
特
化
」物
件

築
30
年
超
で
も
常
時
９
割
可
動

音楽ルーム

キ
ラ☆
リ 

光
る
最
適
解
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家
賃
保
証
の

クク
レレ
デデ
ンン
スス

株
式

会
社

お問合せ先 大阪支店

06-4705-1181
登録番号：国土交通大臣（1）第51号

外外国国人人専専用用

保保証証ププラランン

販販売売開開始始！！



　

前
年
か
ら
広
く
市
民
間
で
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
行
政
と
市

民
、
京
都
府
支
部
が
一
体
で
進

め
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
若

者
・
子
育
て
応
援
住
宅
」。
新

年
に
な
っ
て
も
引
き
継
が
れ
ま

す
。
市
民
か
ら
「
信
頼
で
き
る

管
理
会
社
組
織
」
と
し
て
強
く

印
象
付
け
ら
れ
た
の
も
同
制
度

の
事
業
進
捗
時
に
果
た
し
た
会

員
各
社
の
努
力
で
し
ょ
う
。
こ

の
事
業
は
京
都
以
外
の
都
市
か

ら
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
２
０

２
５
年
、
ま
だ
継
続
中
で
今
年

も
注
目
で
す
。

　

京
都
市
都
市
計
画
局
前
住
宅

室
長
の
前
田
史
浩
氏
が
支
部
定

例
会
に
何
回
も
出
席
し
、
進
捗

状
況
と
協
力
に
つ
い
て
語
り
ま

し
た
。
今
年
も
新
室
長
に
よ
っ

て
引
き
継
が
れ
ま
す
。
京
都
府

支
部
が
行
政
と
市
民
と
一
体
と

な
っ
た
事
業
を
通
じ
社
会
的
認

知
度
が
さ
ら
に
上
昇
し
た
と
思

え
ま
す
。

　

一
方
で
長
年
続
く
「
住
ま
い

の
相
談
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

も
京
都
市
と
の
協
力
で
す
。
公

的
な
催
し
と
い
え
る
「
オ
ー
ナ

ー
セ
ミ
ナ
ー
」
も
引
き
続
き
行

わ
れ
ま
す
。
国
土
交
通
省
や
地

元
の
京
都
府
、
京
都
市
が
全
面

協
力
。
毎
年
多
く
の
参
加
者
で

市
民
、行
政
か
ら
の
信
頼
倍
増
へ

新
し
い
時
代
の〝
管
理
〟見
え
る
化
を
推
進

あ
ふ
れ
、
支
部
内
の
企
画
会
議

で
も
テ
ー
マ
選
定
に
力
が
入
り

ま
す
。

　

支
部
の
日
常
的
活
動
も
継
続

さ
れ
ま
す
。
特
に
「
定
例
会
」

の
研
修
に
は
前
年
か
ら
工
夫
が

加
え
ら
れ
、〝
内
容
充
実
〟
へ
。

出
席
者
を
増
や
す
の
が
最
大
目

標
で
そ
の
効
果
も
出
て
い
ま

す
。
安
田
栄
慈
支
部
長
や
松
岡

英
樹
副
支
部
長
ら
の
「
定
例
会

充
実
」
路
線
が
効
果
的
で
、
出

席
倍
増
の
結
果
に
。〝
出
た
く

な
る
定
例
会
〟
へ
は
今
年
も
さ

ら
に
工
夫
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま

す
。
研
修
内
容
も
事
業
推
進
や

展
開
に
合
っ
た
ゲ
ス
ト
の
選
出

も
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
や

他
社
訪
問
、
本
部
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
な
ど
支
部
の
一
年
は
盛
り

沢
山
の
状
態
。「
入
会
待
っ
て

い
ま
す
。」

京
都
市
若
者
・
子
育
て
応
援
住
宅

２
回
目
の
募
集
終
了

京
都
府
支
部
も
全
面
協
力

　

京
都
市
が
推
進
、
日
管
協
京

都
府
支
部
も
加
わ
っ
て
取
組
中

の
〝
若
者
・
子
育
て
応
援
住
宅

（
こ
と
×
こ
と
）〟
の
令
和
６

年
度
第
２
回
活
用
事
業
者
の
募

集
が
11
月
1
日
に
締
め
切
ら
れ

ま
し
た
。
一
方
、「
京
都
安
心

す
ま
い
応
援
金
」
の
名
称
で
子

育
て
世
帯
の
既
存
住
宅
（
中
古

住
宅
）
購
入
へ
の
応
援
を
実

行
。
京
都
市
が
促
進
す
る
若
年

・
子
育
て
世
帯
の
定
住
と
既
存

住
宅
の
流
通
促
進
が
目
的
。
令

和
６
、
７
年
度
限
定
で
未
就
学

児
の
い
る
世
帯
が
住
宅
購
入
に

際
し
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
最

大
２
０
０
万
円
を
交
付
す
る

「
京
都
安
心
す
ま
い
応
援
金
」

を
実
施
。
他
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
と
併
用
可
能
で
す
。
応
援

安田栄慈支部長

躍
動
の
２
０
２
５
年
へ

　

2
0
2
5
年
が
ス
タ
ー
ト
。
12
月
に
行
わ
れ
た
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
会
場
で
安
田
栄
慈
支
部
長
か
ら
京
都
府
支
部
の
新
年
へ
の
事
業

推
進
と
内
容
、
方
向
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
機
会
ご
と

に
明
日
へ
の
支
部
活
動
が
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
基
本
は
会
員
の

専
門
性
を
活
か
し
て
京
都
の
住
環
境
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
。
す
で
に
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
切
ら
れ
ま
し
た
。（
1
面
参
照
）

金
や
助
成
金
の
幅
広
い
利
用
が

流
通
促
進
を
可
能
に
。
京
都
府

支
部
は
こ
れ
ら
の
制
度
、
存
在

を
普
及
さ
せ
、
住
宅
購
入
へ
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
に
で
き
た
こ
の
制

度
。
新
年
か
ら
夏
期
に
か
け
て

の
成
果
に
期
待
で
す
。
経
年
劣

化
し
た
市
営
住
宅
を
管
理
会
社

が
主
導
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、

再
生
し
て
賃
貸
。
管
理
会
社
の

役
割
で
す
。
市
民
の
市
外
流
出

を
防
ぐ
に
は
効
果
的
と
さ
れ
京

都
市
と
協
力
の
事
業
で
社
会
的

役
割
は
大
き
い
で
す
。

定例会で市の説明を聞く

■参加
促
進
へ
つ
な
が
る

定
例
会
と
研
修
目
指
す

　

積
極
的
に
参
加
し
た
く
な
る

「
定
例
会
」
へ
昨
年
か
ら
安
田

栄
慈
支
部
長
や
松
岡
英
樹
副
支

部
長
ら
が
中
心
に
な
っ
て
新
し

い
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。
す

で
に
興
味
を
引
く
研
修
テ
ー
マ

が
続
々
と
公
開
さ
れ
、
新
年
に

も
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
で
注
目
さ
れ
た

の
は
「
相
続
」
も
め
ご
と
事
前

対
策
で
し
た
。
ま
た
、
支
部
会

員
の
（
株
）
長
栄
役
員
奥
野
雅

弘
氏
に
よ
る
「
管
理
業
の
す
べ

て
」
な
ど
中
身
の
濃
い
テ
ー
マ

も
。
日
々
進
化
す
る
管
理
業

務
、
そ
こ
を
ベ
テ
ラ
ン
社
員
が

時
間
を
か
け
て
説
明
。
説
得
力

の
あ
る
内
容
で
し
た
。
管
理
関

連
の
商
品
紹
介
も
増
え
、
貴
重

で
役
立
つ
定
例
会
が
今
年
も
継

続
し
ま
す
。
未
入
会
員
の
参
加

歓
迎
で
す
。

■選択
す
る〝
保
険
〟テ
ー
マ

11
月
の
研
修
に
専
門
家
招
い
て

　

誰
も
が
関
心
を
持
つ
研
修
会

開
催
へ
力
が
入
り
ま
す
。
京
都

府
支
部
開
催
２
０
２
４
年
の
最

後
は
〝
保
険
〟
が
テ
ー
マ
。
管

理
業
と
保
険
は
密
接
で
勉
強

し
、
知
る
機
会
を
設
け
ま
し

た
。「
知
り
た
い
テ
ー
マ
だ
っ

た
」
と
早
速
好
反
響
。

　

11
月
19
日
（
火
）
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
内
の
会
場
で
講
師
に

（
株
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
レ
ッ
ク
ス
少

額
短
期
保
険
関
西
支
店
の
池
田

栄
司
氏
を
招
い
て
「
加
入
す
る

保
険
か
ら
入
居
者
、
オ
ー
ナ

ー
、
管
理

会
社
を
守

る
保
険
を

選
択
す
る

時
代
」
は

参
加
者
も

多
く
好
評

で
し
た
。

■「賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」
大
阪
南
港
で

　

12
月
5
、
6
日
の
両
日
、
大

阪
市
住
之
江
区
の
「
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
大
阪
」
で
全
国
賃
貸
住
宅

新
聞
主
催
の
「
賃
貸
住
宅
フ
ェ

ア
２
０
２
４
i
n
大
阪
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
・

市
・
公
財

日
本
賃
貸

住
宅
管
理

協
会
な
ど

が
後
援
。

久
し
ぶ
り

に
関
西
で

大
規
模
な
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
と

な
り
ま
し
た
。
不
動
産
会
社
、

地
主
、
家
主
、
一
般
の
来
場
者

も
目
立
ち
ま
し
た
。

■フェ
ア
会
場
内
で

住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　

12
月
5
、
6
日
に
、
イ
ン
テ

ッ
ク
ス
大
阪
5
号
館
内
で
開
催

し
た
大
阪
府
支
部
主
催
の
「
住

環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
は
京
都

府
支
部
会
員
も
見
学
に
訪
れ
ま

し
た
（
詳
し
く
は
1
、3
面
で
）。

〝
勝
ち
組
家
主
に
な
ろ
う
〟
な

ど
、
オ
ー

ナ
ー
対
象

の
企
画
が

多
く
、
注

目
さ
れ
ま

し
た
。

■中止
！
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
に
京
都
山
城
総
合
公
園

で
開
く
予
定
が
中
止
に
。

京
都
府
支
部
N
E
W
S

N
E
W
S
ア
ル
バ
ム

ア
ル
バ
ム

創意・工夫
部活は支部の活性要因
　京都府支部を動かす役職担
当者は支部長から相談役まで
数名。活動を円滑に進める中
心は各部会トップです。会議
を日程通りに行うため IT を駆
使して密な連絡を取り中心的
役目を果たしています。公的
機関や外部の団体、組織から
の要請や行事の告知などの窓

口としての役目もあり、事務局は内外
に対する動きの中枢です。
　事務局の重要性は支部発展、活性に
欠かせぬ存在として歴代支部長も認
識。情報が集中し、各担当者や問題に
よっては経験のある OB〝相談役〟へ

持 ち 込 む こ と
もあります。支
部活動は「みん
な い っ し ょ
に」がベースで
す。（新年度の
人事は 5 月号で
発表します）。

行政、市民と一体で 
安心の暮らしづくり
　行政から絶対的信頼を得て
いる京都府支部。これには先
人の努力があってこそです。
現在進行中の「京都市若者・
子育て応援住宅」についても
支部が全面的に加わっていま
す。市の住宅政策進行に不可
欠な存在として位置付けられ

ており、行政との信頼関係ができ上が
っていることを示します。定例会で住
宅政策への協力要請もあり、信頼関係
もできています。会員会社が住宅環境
向上の役割を実行しています。
　災害への取組みも京都府や市と密接に
会合の機
会を設け
て おり、
会議の内
容は定例
会で担当
者から報
告が行わ
れます。活動内容の報告 支部幹部が勢揃い

ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
自
認

躍
動
の
京
都
支
部
活
動

　安田栄慈支部長就任以来、多くの部会を設けて会員のやる気と責任が生じ
対外への PR 効果にもつなげています。今年もその路線を継続。各部会の担
当は、活動方法を模索し、新鮮さを加える方針です。

講演する池田栄司支店長

「賃貸住宅フェア」会場オーナーセミナー会場

京
都
府
支
部

準
備
完
了
！
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講師プロフィール
株式会社 アートアベニュー
プロパティマネジメント事業部 部長
片平 智也 氏

　賃貸管理事業統括のかたわ
ら、全国の不動産会社や業界
団体の研修講師も務める。
　自らアパート経営をしてお
り、管理実務と大家経験から
得た知識を大家さんの悩み解

決に役立てている。保有資格に CFP、
CPM、不動産コンサルティングマスター、
相続アドバイザーなど。
　全国の不動産会社や業界団体からの
相談にも対応。アパート経営を生かし
て管理実務と大家経験から得たリアル
な知識を役立てています。

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー（
11
月
2
日
）

“
相
続
対
策
”
へ
ズ
バ
リ
の
解
答

　

恒
例
の
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ

ー
」
は
ま
ず
京
都
府
支
部
長
の

安
田
栄
慈
氏
の
開
会
挨
拶
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
つ
い
で
地
元

自
治
体
の
京
都
府
、
市
か
ら
の

来
賓
が
「
京
都
府
支
部
と
連
携

し
て
京
都
の
住
宅
環
境
向
上
を

目
指
し
た
い
」「
災
害
時
の
制

度
」
な
ど
の
発
言
と
挨
拶
。
そ

の
後
メ
イ
ン
の
講
演
（
別
項
）

が
始
ま
り
、
長
時
間
2
部
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

中
心
の
講
演
は
〝
安
心
・
安

全
・
住
環
境
の
向
上
〟
に
つ
な

が
る
「
相
続
」
で
し
た
。
オ
ー

ナ
ー
に
と
っ
て
日
常
的
に
関
心

の
あ
る
テ
ー
マ
で
、
会
場
に
は

開
演
の
前
か
ら
多
く
の
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
相
談
事
例
の
紹

介
は
特
に
注
目
さ
れ
た
よ
う

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
評

価
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
相
談
事
例
に
注
目　

　

片
平
氏
の
講
演
名
称
は
「
大

家
さ
ん
の
相
談
事
例
に
学
ぶ
」

で
、
総
テ
ー
マ
と
し
て
「
繁
忙

視点
法の （88）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

既存入居者に対する自殺者の詳細の告知
賃貸マンションの共用部分で自殺者が出た場合、賃貸
人又は管理会社は、その詳細を、契約予定者だけでなく
既に居住している賃借人（既存入居者）にも告げなけれ
ばならないでしょうか。
令和3年10月に出された国交省のガイドラインにおい
て、告知対象として考えられているのは、将来的に同マ
ンションの区画について賃借などの取引をしようとして
いる者です。既存入居者は既に賃貸借契約を締結してお
り、ガイドラインでの告知対象ではありません。
また、自殺者の名誉、プライバシー保護の観点もあり
ます。自殺者本人だけでなく、相続人、近親者、その関係
者の保護もはかられるべきです。さらに、賃貸人の財産
権の保護もはかられるべきです。
したがって、既存入居者が自殺の詳細を知りたいと言
ってきても、賃貸人又は管理会社としては、自殺者の詳
細を既存入居者に告知しなくても違法ではなく、むしろ
告げてはいけないと考えるべきです。

目
配
り
気
配
り
今
年
も
全
開

期
に
向
け
た
空
室
対
策
＆
事
業

継
承
・
代
替
わ
り
で
家
族
が
幸

せ
に
な
る
相
続
対
策
」
と
い
う

長
い
も
の
。
講
師
の
片
平
氏
は

（
株
）
ア
ー
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
プ

ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

部
長
。
話
の
前
半
は
「
繁
忙
期

に
向
け
た
空
室
対
策
」、
後
半

に
「
相
続
を
見
据
え
た
長
期
的

な
ア
パ
ー
ト
経
営
」。
入
居
者

ニ
ー
ズ
、
設
備
投
資
分
析
、
経

営
の
継
承
、
相
続
相
談
な
ど
、

ど
れ
も
す
べ
て
オ
ー
ナ
ー
が
関

心
を
持
つ
も
の
ば
か
り
。
片
平

氏
は
〝
専
門
家
〟
が
ピ
ッ
タ
リ

の
全
て
に
精
通
し
た
講
師
。
ど

の
切
り
口
か
ら
も
伺
え
る
優
れ

た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
存

在
。
来
場
者
も
納
得
の
内
容
で

し
た
。
こ
れ
で
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
終
了
し
、
２
０
２
５
年
開
催

へ
引
き
継
が
れ
ま
す
。

 

m
e
m
o ■

住
宅
政
策
に
注
目　

　

開
催
当
日
は
記
録
的
な
大

雨
。
そ
ん
な
中
で
も
入
場
者
は

１
０
０
名
近
く
に
。
資
料
を
見

な
が
ら
終
了
ま
で
熱
心
に
メ
モ

を
し
て
い
ま
し
た
。
安
田
栄
慈

京
都
府
支
部
長
の
挨
拶
と
講
演

の
後
、
行
政
側
（
別
項
参
照
）

か
ら
住
宅
政
策
や
施
行
中
の
事

業
進
展
状
況
。
災
害
時
の
応
急

住
宅
の
説
明
な
ど
オ
ー
ナ
ー
に

役
立
つ
話
が
出
ま
し
た
。

京
都
府
・
京
都
市
か
ら
出
席

●
鹿
野
俊
成
氏
（
京
都
府
建
設

交
通
部
住
宅
課
参
事
）

●
田
中
英
明
氏
（
京
都
市
都
市

計
画
局
住
宅
室
長
）

●
淵
田
聡
子
氏
（
京
都
市
都
市

計
画
局
住
宅
室
住
宅
政
策
課

長
）

☆
都
市
計
画
、
住
宅
政
策
な
ど

に
つ
い
て
各
氏
か
ら
発
言
。
ま

た
淵
田
氏
は
賃
貸
型
応
急
住
宅

な
ど
災
害
時
の
各
制
度
を
紹

介
。

　毎年恒例、日本列島を縦断して開催する日
管協主催の安心・安全　住環境の向上「オー
ナーセミナー」2024 年は国の住生活月間協
賛行事として京都府支部も参加し独自の企画
で開催。大雨の 11 月 2 日（土）、会場の「京
都経済センター」は来場者で賑わいました。

井上副事務局長

京都府支部　自信の企画で開催⃝
幸
せ
へ
の
追
求

⃝
知
る
・
学
ぶ

　

ど
の
支
部
も
、
順
調
な
活
動

の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の
が
事

務
局
長
の
存
在
。
井
上
淳
志
氏

の
肩
書
は
正
式
に
は
副
事
務
局

長
だ
が
、
実
質
仕
切
っ
て
い
る

の
は
当
人
で
す
。
支
部
の
会
合

に
は
長
身
で
ス
マ
ー
ト
な
井
上

氏
の
存
在
が
目
立
ち
ま
す
。

　
〝
支
部
活
性
〟
の
持
続
に
事

務
局
の
存
在
は
大
き
い
。
本
部

や
他
支
部
か
ら
の
評
価
の
声
が

出
る
に
至
る
と
も
う
本
物
で

す
。
よ
り
優
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
が
必
要
で
、
井
上
氏
の

調
整
力
・
行
動
力
は
所
属
す
る

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
社
の
櫻
井
啓
孝

社
長
ゆ
ず
り
か
も
。

　

井
上
氏
に
は
難
し
い
場
面
を

こ
な
し
つ
つ
役
割
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
行

政
と
の
交
渉
な
ど
を
機
に
広
い

分
野
の
人
に
も
会
え
る
の
も
役

柄
。
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
る
が

役
得
の
部
分
も
あ
り
そ
う
で

す
。
広
い
人
脈
形

成
に
も
つ
な
が

り
、
好
奇
心
と
視

野
は
拡
大
の
一
方
で

す
。
他
の
役
員
と

話
し
合
っ
て
い
つ
も

熱
い
雰
囲
気
で
定

例
会
や
幹
事
会
を

リ
ー
ド
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
期
に
は

ハ
イ
テ
ク
機
器
を
使
っ
て
打
ち

合
わ
せ
や
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
支

部
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

日
管
協
は
全
国
に
支
部
が
あ

り
独
自
に
活
動
中
。
各
事
務
局

長
が
窓
口
と
な
り
、
市
民
や
行

政
と
協
力
し
て
そ
の
存
在
が
根

付
い
て
い
ま
す
。
人
の
支
え
が

支
部
発
展
の
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

井
上
氏
は
「
宿
題
は
会
員
活

動
を
通
じ
た
会
員
増
の
実
現
で

す
。
毎
回
会
議
で
は
京
都
府
支

部
の
存
在
を
よ
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
議
論
し
続
け
て
い
ま
す
。

今
取
り
組
み
中
の
〝
子
育
て
住

宅
〟
は
市
と
の
協
力
で
こ
の
機

を
活
か
し
て
市
民
と
さ
ら
に
良

い
関
係
を
築
け
そ
う
で
す
」

　
「
み
ん
な
で
相
談
し
て
苦
労

も
や
り
甲
斐
も
一
緒
に
。
事
務

局
の
担
当
と
し
て
人
の
話
を
よ

く
聞
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
」
と
。
最
近
は
特
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
つ
い
て
き

た
よ
う
で
す
。
支
部
活
動
に
は

い
つ
も
井
上
氏
の
存
在
が
目
立

ち
ま
す
。
事
務
局
副
事
務
局
長

役
は
当
分
続
行
の
気
配
で
す
。

熱弁の90分　講師は片平智也氏

挨拶する安田支部長

熱気一杯の会場

京都府・市からの来賓

人・ひと ダイアリー
井上淳志副事務局長

井上氏の役割は
スムーズな定例会開催です。
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日
管
協
の
塩

見
紀
昭
会
長
は

フ
ォ
ー
ラ
ム
に

つ
い
て
、「
年

１
回
の
開
催
で
（
全
国
か
ら
会

員
が
集
い
）
久
し
ぶ
り
に
会
え

る
人
も
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
も
重
要
だ
が
、
多
く
の
人
と

会
っ
て
話
す
場
に
し
た
い
」
と

人
的
交
流
の
重
要
性
に
つ
い
て

コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
内
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

が
話
題
の
中
心
に
。
こ
れ
に
管

理
業
務
実
務
や
居
住
支
援
、
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

中
で
も
人
気
の
セ
ミ
ナ
ー
ト
ッ

プ
３
は
①
賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ
ル

相
談
Ｑ
＆
Ａ
②
Ａ
Ｉ
ト
レ
ン
ド

と
こ
れ
か
ら
の
不
動
産
業
務
③

管
理
報
酬
引
き
下
げ
合
戦
か
ら

の
脱
却
―
―
で
し
た
。

　

日
管
協
総
合
研
究
所
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
「
賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ

ル
相
談
Ｑ
＆
Ａ
２
０
２
４
年
最

新
版
」
で
は
、
毎
日
対
応
す
る

年
間
４
０
０
０
件
以
上
の
相
談

か
ら
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
選
定
、

同
研
究
所
主
任
相
談
員
の
青
柳

人
志
氏
と
河
村
裕
志
氏
が
発
表

し
ま
し
た
。
相
談
内
容
の
ト
ッ

プ
３
は
①
管
理
業
務
②
原
状
回

復
③
家
賃
増
減
で
、
相
談
者
の

７
割
が
管
理
会
社
、
２
割
が
借

主
で
す
。
発
表
事
例
は
、
高
齢

単
身
賃
借
人
に
関
す
る
も
の
や

申
し
込
み
の
キ
ャ
ン
セ
ル
か
ら

契
約
前
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
、
定

期
借
家
契
約
の
契
約
時
書
面
、

契
約
後
の
契
約
不
適
合
責
任
、

入
居
中
の
迷
惑
行
為
、
サ
ブ
リ

ー
ス
契
約
、
残
置
物
処
分
な
ど

幅
広
く
、
具
体
的
な
事
例
と
と

も
に
法
律
関
係
の
対
応
事
例
な

ど
も
解
説
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進

事
業
者
協
議
会
は
、
昨
年
７
月

７
日
投
開
票
の
東
京
都
知
事
選

で
５
位
の
得
票
数
を
得
た
Ａ
Ｉ

　

和
歌
山
県
支
部
が
ま
ず
10
月

12
日
に
最
新
の
入
居
者
調
査
か

ら
探
る
空
室
対
策
を
披
露
。
末

吉
亜
矢
支
部
長
が
賃
貸
経
営
環

境
上
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
解
説
し

「
オ
ー
ナ
ー
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

20
日
は
兵
庫
県
支
部
。
松
本

智
支
部
長
は
冒
頭
「
こ
れ
か
ら

の
賃
貸
住
宅
に
不
可
欠
な
設
備

に
な
る
」
と
し
、
普
及
が
進
む

Ｅ
Ｖ
向
け
の
充
電
設
備
の
必
要

性
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
支
部
と
奈
良
県
支
部

は
と
も
に
27
日
の
開
催
。
滋
賀

県
で
は
繁
忙
期
に
向
け
た
空
室

対
策
と
、
代
替
わ
り
を
見
越
し

た
相
続
対
策
、
災
害
時
を
考
え

た
火
災
保
険
に
つ
い
て
解
説
。

山
口
俊
和
支
部
長
は
空
室
回
避

へ
「
１
部
屋
投
資
（
物
件
の
質

引
き
上
げ
）
に
よ
る
回
収
」
も

視
野
に
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

奈
良
県
で
は
多
発
す
る
自
然

災
害
に
備
え
て
「
震
災
か
ら
の

教
訓
」
を
軸
に
相
続
対
策
や
法

制
度
改
正
の
動
き
な
ど
を
取
り

上
げ
た
う
え
で
小
西
克
美
支
部

長
が
「
満
室
経
営
に
は
管
理
会

社
と
の
連
携
が
不
可
欠
」
と
改

め
て
連
携
の
重
要
性
を
確
認
、

訴
え
ま
し
た
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
で
機
械
経
営
代
表

の
安
野
貴
博
氏
を
迎
え
、
ズ
バ

リ
「
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
安
野

貴
博
が
描
く
未
来
像
。
日
本

は
？　

賃
貸
管
理
業
界
は
？
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
①
。

　

安
野
氏
は
都
知
事
選
で
得
た

知
見
か
ら
「
聞
く
、
磨
く
、
伝

え
る
と
い
う
３
つ
の
『
シ
ス
テ

ム
』
は
様
々
な
業
界
で
活
用
可

能
で
は
な
い
か
」
と
提
起
し
、

「
人
の
声
を
『
聞
く
』
こ
と
で

入
居
者
募
集
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
収
集
し
、

皆
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
活
用

法
の
一
端
を
披
露
。

　
「『
磨
く
』
こ
と
で
、
ク
レ
ー

ム
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
に
つ
い
て

建
設
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
促
進
で
き
る
。『
伝
え
る
』

こ
と
で
は
、（
Ａ
Ｉ
が
自
律
的

に
タ
ス
ク
を
こ
な
す
）
Ａ
Ｉ
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
っ
て
入
居
者

と
の
接
点
を
強
化
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
」
な
ど
と
述
べ
、

「
今
ま
で
に
で
き
て
い
な
か
っ

た
価
値
を
デ
ジ
タ
ル
で
実
現
す

る
こ
と
が
（
可
能
に
な
り
つ
つ

あ
り
、そ
の
活
用
が
）重
要
だ
」

と
し
ま
し
た
。

　

毎
回
好
評
の
賃
貸
不
動
産
経

営
管
理
士
試
験
（
11
月
17
日
実

施
）
の
直
前
講
座
も
行
わ
れ
ま

し
た
＝
写
真
②
。
大
手
資
格
予

備
校
か
ら
４
人
の
講
師
が
登
壇

し
、
近
年
ま
す
ま
す
難
化
す
る

試
験
の
出
題
予
想
を
兼
ね
た
重

要
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
合
格
を

目
指
す
参
加
者
ら
は
大
い
に
参

考
に
し
た
よ
う
で
す
。

賃貸住宅管理業法
よくある質問、分かりやすく
国交省がＦＡＱ集

　国土交通省は「賃貸住宅管理業法
ＦＡＱ集」をまとめています。賃貸
住宅そのものや受託管理、サブリー
ス、登録申請など賃貸住宅管理全般
と業法に関する用語や疑問とその回
答を網羅しています。ＰＤＦ形式で
閲覧・ダウンロード可能。24年10月
８日版です。チャットで一発回答す
る「ポータルサイト」とともに重宝
すること請け合いです。ＦＡＱ集は
国交省 https://www.mlit.go.jp/
tochi_fudousan_kensetsugyo/
const/content/001417127.pdf

日管協｢預り金保証制度｣
資産保全へ国が推奨！

　国交省は最新の上記｢ＦＡＱ集｣
で、管理会社の倒産など不測の事
態をカバーする日管協の「預り金
保証制度」に加入することは「賃
貸住宅管理業者として望ましい」
と明示。オーナー資産の保全へ同
制度を国が推奨しました。

　■近畿ブロック６府県支部「オーナーセミナー」開催実績
実施支部
日　　程 開催場所 開催手法

実　　績

和歌山県
10月12日（土）

和歌山県ＪＡビル２階
「和ホール」

リアル開催。会場参加88名
うち、オーナー分20席確保

（昨年、会場89名）

兵 庫 県
10月20日（日）

中央区文化センター10
階1001号室（神戸市中
央区・神戸市役所すぐ）

リアル＋YouTube配信で開催。
計66名参加

（昨年、会場25名・Ｗｅｂ37名）

滋 賀 県
10月27日（日）

草津市立市民交流プ
ラザ（ＪＲ南草津駅前）

リアル開催。会場参加65名。
４社１協会が協賛

（昨年、会場72名）

奈 良 県
10月27日（日）

ホテル日航奈良 ｢飛
天」（ＪＲ奈良駅前）

リアル開催。会場参加75名。
（オーナー向けＤＭでの参加
あり）。（昨年、会場65名）

京 都 府
11月２日（土）

京都経済センターホー
ル２階北（阪急烏丸・
地下鉄四条駅すぐ）

リアル開催136名、Web52名
の計188名が参加。（昨年、
会場128名、Web38名）

大 阪 府
12月５日（木）
　～６日（金）

賃貸住宅フェア2024
（大阪・南港インテッ
クス大阪）

「賃貸住宅フェア2024大阪」
にブース出展、各種セミナー
やディスカッションなど開催

� ※開催日順で掲載。いずれも 12 月１日時点の集計。

「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
」大
盛
況

｢

自
律
型
Ａ
Ｉ
が
業
態
進
化
促
す｣

内
容
も　

❶

❷

和歌山県支部

兵庫県支部

滋賀県支部

奈良県支部

オーナー
セミナー

近
畿
６
府
県
、ホ
ッ
ト
な
話
題
提
示

熱
量
み
な
ぎ
る　

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
は
昨
年
11
月
12
日
、
東
京
・
港
の
明

治
記
念
館
で
「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
で
12
回
目
。
８
０
０
社
３
３
１
０
人
が
来
場
、
会
場
に

設
営
さ
れ
た
展
示
ブ
ー
ス
や
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
の
来
場
者

が
詰
め
掛
け
る
な
ど
昨
年
に
続
い
て
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
主
要
委
員
会
の
活
動
・
研
究
成
果
を
毎
回
セ
ミ
ナ
ー
形

式
で
発
表
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
で
は
多
様
な
35
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
、
展
示
ブ
ー
ス
に
は
Ｉ
Ｔ
関
連
を
は
じ
め
金
融
や
大
規
模

修
繕
な
ど
過
去
最
高
の
59
社
が
参
加
。
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
探
る
来

場
者
の
熱
量
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
管
協
の
「
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
（
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
）」

が
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
６
府
県
支
部
で

も
昨
年
10
月
12
日
か
ら
12
月
６
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
ホ
ッ
ト
な

話
題
と
内
容
に
各
会
場
と
も
熱
量

み
な
ぎ
る
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
し

た
。（
1
、
３
、
4
面
に
大
阪
、

京
都
府
各
支
部
セ
ミ
ナ
ー
）
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
24
年
４
月
に
公
表
し

た
「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推

計
」
に
よ
る
と
、
世
帯
総
数
は

30
年
の
５
７
７
３
万
世
帯
を
ピ

ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
一
方
、

単
身
世
帯
が
全
世
帯
の
４
割
を

超
え
、
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
４
割
近
く
を
占
め
る
と
い

い
ま
す
。
賃
貸
住
宅
の
高
齢
者

入
居
問
題
も
今
後
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

単
身
高
齢
者
の
入
居
が
敬
遠

さ
れ
る
主
な
要
因
は
、
身
寄
り

が
な
い
、
孤
独
死
や
認
知
症
、

家
賃
滞
納
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
で
す
。

　

単
身
入
居
者
が
将
来
高
齢
化

し
て
い
く
こ
と
も
、
家
主
に
と

っ
て
の
大
き
な
悩
み
の
タ
ネ
と

な
り
そ
う
で
す
。
定
期
借
家
契

約
で
な
い
限
り
、
若
い
と
き
か

ら
賃
貸
に
住
み
続
け
て
い
る
人

が
加
齢
に
伴
い
ト
ラ
ブ
ル
リ
ス

ク
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
借
家
契
約
を
終
了

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
が

現
状
。
か
と
い
っ
て
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
整
備
・
構
築
の
観
点

か
ら
も
賃
貸
住
宅
に
は
社
会
的

弱
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る
使
命

も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ド
ミ
ニ
豊
中
営
業
所
の
竹

林
武
俊
次
長
は
、
親
御
さ
ん
が

転
倒
し
て
意
識
を
失
っ
た
と
こ

ろ
親
族
が
早
期
に
発
見
し
事
な

き
を
得
た
と
い
う
体
験
か
ら
、

「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

本
格
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
軸
と
な
る
ハ
ー

ド
機
器
は
、
高
齢
者
の
安
心
を

確
認
す
る
セ
ン
サ
ー
型
の
「
ｍ

ｉ
ｍ
ａ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
―
Ｏ
（
ミ
マ

モ
リ
オ
）」。
警
備
保
障
大
手
の

東
洋
テ
ッ
ク（
大
阪
市
）製
で
、

冷
蔵
庫
の
ド
ア
に
マ
グ
ネ
ッ
ト

で
取
り
付
け
る
だ
け
、
新
た
な

工
事
は
不
要
の
電
池
交
換
式
キ

ッ
ト
で
す
＝
写
真
。

　

毎
日
開
け
閉
め
す
る
冷
蔵
庫

の
ド
ア
。
そ
の
開
閉
振
動
を
長

時
間
感
知
で
き
な
い
よ
う
な
異

常
事
態
を
セ
ン
サ
ー
で
察
知
、

管
理
会
社
に
状
況
を
即
時
に
届

け
る
方
式
で
、
東
洋
テ
ッ
ク
警

備
員
ま
た
は
警
備
会
社
か
ら
連

絡
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
が
現
地

に
駆
け
付
け
確
認
し
ま
す
。
振

動
感
知
式
の
小
型
機
器
で
、
カ

メ
ラ
の
よ
う
に
「
見
ら
れ
て
い

る
（
監
視
）
感
じ
」
が
し
な
い

点
も
メ
リ
ッ
ト
。
冷
蔵
庫
だ
け

で
な
く
ト
イ
レ
な
ど
の
扉
に
も

設
置
・
運
用
で
き
る
手
軽
さ
か

ら
販
売
も
順
調
、
導
入
事
例
が

増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

ミ
マ
モ
リ
オ
を
組
み
込
ん
だ

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
は
原
則
２
年

更
新
。
ア
ド
ミ
ニ
の
影
山
真
由

美
社
長
は
「
更
新
ご
と
に
入
居

者
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
」
点
も
大
き
い
と
し
、「
物

件
選
び
の
際
の
〝
安
心
材
料
〟

と
し
て
入
居
率
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
」

　

さ
ら
に
、「
現
況
を
知
る
こ

と
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
当
社

協
力
会
社
を
利
用
し
て
訪
問
介

護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
施

設
の
紹
介
な
ど
、
高
齢
者
に
寄

り
添
っ
た
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提

案
が
で
き
る
」
と
続
け
、
ト
ラ

ブ
ル
リ
ス
ク
回
避
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
「
周
辺
業
務
へ
の
波

及
」
と
い
っ
た
管
理
会
社
に
と

っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き

る
と
言
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
も
大

き
な
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

る

―
リ
ス
ク
が
多
い
単
身
世

帯
は
こ
れ
か
ら
も
増
え
続
け
ま

す
。
長
寿
社
会
を
前
提
に
高
齢

者
入
居
受
け
入
れ
体
制
を
い
か

に
構
築
し
て
い
く
か
、
賃
貸
経

営
の
必
須
条
件
と
し
て
さ
ら
に

重
み
を
増
す
で
し
ょ
う
し
、
選

ば
れ
る
物
件
を
提
供
す
る
た
め

家
主
・
管
理
会
社
の
心
構
え
と

し
て
常
時
意
識
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

和
歌
山
県
は
１
月
24
、
26
、

28
日
と
２
月
16
日
に
、
和
歌
山

市
や
岩
出
市
、
串
本
町
な
ど
県

内
10
市
町
で
「
空
き
家
な
ん
で

も
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
が
、
日
管
協
和
歌
山

県
支
部
も
「
相
談
員
」
を
派
遣

し
ま
す
。

　

和
歌
山
県
支
部
は
、「
和
歌

山
県
に
お
け
る
空
家
等
相
談
体

制
の
充
実
に
関
す
る
協
定
に
基

づ
く
専
門
相
談
員
」
に
名
を
連

ね
て
お
り
、「
な
ん
で
も
相
談

会
」
に
は
会
員
が
「
相
談
員
」

と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
た

び
た
び
派
遣
・
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
25
年
度
以
降
も
派
遣
事

業
を
継
続
す
る
方
針
で
、
空
き

家
問
題
解
決
へ
県
や
自
治
体
、

他
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
県
は
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
き
い
ち
ゃ
ん
」
が
、「
だ

れ
に
で
も
起
き
う
る
実
家
の
空

き
家
問
題
」
と
し
て
空
き
家
発

生
予
防
と
対
策
を
解
説
す
る
10

分
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画

「
ボ
ク（
き
い
ち
ゃ
ん
）の
実
家

も
空
き
家
に
!?
～
こ
れ
だ
け
は

知
っ
て
お
き
た
い
空
き
家
対

策
」（
上
図
）
も
ア
ッ
プ
し
て

お
り
、
こ
れ
も
分
か
り
や
す
く

大
い
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

加
古
川
の
山
陽「
別
府
」駅

２
月
か
ら
特
急
停
車
駅
に

　

山
陽
電
気
鉄
道
は
２
月
22
日

の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
加
古
川
市

南
部
玄
関
口
の
別
府
（
べ
ふ
）

駅
を
特
急
停
車
駅
に
昇
格
さ
せ

ま
す
。
山
陽
姫
路
―
阪
神
・
大

阪
梅
田
間
の
直
通
特
急
な
ど
特

急
全
車
が
停
車
、
姫
路
、
明
石

ま
で
約
４
分
～
10
分
所
要
時
間

が
短
縮
す
る
な
ど
エ
リ
ア
の
利

便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
を
背
景
に
、
高
齢
入
居
者
、
と
り
わ
け
単
身
高
齢
者
へ
の
対
応
・
対
策
の
重
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
改
正
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
は
、
①
オ

ー
ナ
ー
の
不
安
軽
減
策
の
追
加
②
見
守
り
機
能
付
き
住
宅
の
供
給
③
市
町
村
へ
の
居
住
支
援
協
議
会
設

置
の
努
力
義
務
化
―
―
を
求
め
て
お
り
、
安
全
網
の
一
端
を
担
う
賃
貸
住
宅
の
役
割
も
重
み
を
増
し
ま

す
。
大
阪
市
の
管
理
会
社
ア
ド
ミ
ニ
は
、
入
居
者
の
日
常
の
動
き
を
感
知
す
る
据
え
付
け
型
セ
ン
サ
ー

機
器
を
利
用
、
70
歳
以
上
で
単
身
の
新
規
入
居
者
向
け
に
「
見
守
り
」
条
項
を
契
約
に
盛
り
込
み
、
高

齢
者
入
居
の
あ
っ
旋
を
促
す
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
定
の
リ
ス
ク
回
避
を
図
り
な
が
ら

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
賃
貸
住
宅
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

日管協近畿・各支部等スケジュール
12・３ 近畿Ｂ幹事会（和歌山）

５ 住環境向上セミナー（大阪。「賃
貸住宅フェア2024in大阪｣に出展
～６日）
幹事会･定例会･忘年会（滋賀）

10 幹事会（京都、Ｈオークラ京都）
11 ゴルフコンペ（大阪、神戸パインズ

ウッズＧＣ）
１・１ ｢日管きんき｣発行

17 本部｢外国人入居受入れサポート
オンラインセミナー（Ｗｅｂ）

14 幹事会･第３回研修会･賀詞交歓会
（兵庫、オリエンタルＨ神戸）
幹事会（京都、Zoom）

24 近畿Ｂ幹事会･賀詞交歓会懇親交流
会（京都、リーガロイヤルＨ京都）
｢空き家なんでも相談会｣（和歌山）

26 ｢空き家なんでも相談会｣（和歌山）
28 ｢空き家なんでも相談会｣（和歌山）
30 第４回定例会･賀詞交歓会（大

阪、新大阪ワシントンＨ）
● 新年祝賀会（奈良）

２・７ 本部｢外国人入居受入れサポート
オンラインセミナー（Ｗｅｂ）

16 ｢空き家なんでも相談会｣（和歌山）
27 近畿Ｂ幹事会（滋賀）

４・23 全国支部長会議（本部）
24 運営協議会（本部）

５・１ ｢日管きんき｣発行　
９ 近畿Ｂ幹事会（奈良）
22 執行役員会（本部）

６・３ ブロック・大阪府支部総会（大阪）
10 会員総会･運営協議会（本部）
18 近畿Ｂ総会（大阪）

※�京都府支部は第２日曜日・第４木曜日に「す
まいの相談・ちんたい住宅相談」。

※●は未定を含む。

少しの工夫で
誌上ベンチマーク

＝ 　 ＝ 　 ＝ 　 ＝

「安全網」を形成

契
約
に「
見
守
り
」条
項

　
　
　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、供
給
安
定
へ

ア
ド
ミ
ニ ｢

安
心
材
料｣
を
提
供

空
き
家
な
ん
で
も
相
談
会

和
歌
山
県
支
部
が｢

相
談
員｣

派
遣　

安全網をどう形成する…

冷蔵庫取り付け｢ミマモリオ｣

和歌山県制作YouTube動画から
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 〒540-0008 
 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



〒541-0043 大阪市中央区高麗橋 3 丁目 2 番 7 号
高麗橋ビル 2F（（株）ＴＡＫＵＴＯ内）
TEL.06-4707-7877 FAX.06-4707-7889
E-mail：osaka-bo@jpm.jp

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

大阪府支部　大阪メトロ淀屋橋駅下車歩 3 分

〒642-0002 和歌山県海南市日方 1272-93
（（株）ホームズ内）
TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
E-mail：kogire@homes-homes.jp

和歌山県支部　JR 海南駅下車歩 10 分

〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1 丁目 2 番 3 号
マスダビル 5F（（株）ハウスプロメイン内）
TEL.078-222-0837 FAX.078-242-6656
E-mail：hyogo.jpm@gmail.com

兵庫県支部　JR、阪急、阪神三宮駅から歩 10 分

〒600-8492 京都市下京区月鉾町 62 番地
住友生命京都ビル 8 階（（株）グッドライフ内）
TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
E-mail：kyoto@jpm.jp https://www.jpm-kyoto.jp

京都府支部　阪急 烏丸、河原町駅からすぐ

〒631-0816 奈良市西大寺本町 1 番 6 号
（（株）丸和不動産内）
TEL.0742-36-0001 FAX.0742-36-0055
E-mail：chintai@apaman.ne.jp

奈良県支部　近鉄大和西大寺駅からすぐ

〒520-2144 大津市大萱 1 丁目 4-15
LIC ビル別館 2F（（株）エルアイシー内）
TEL.077-544-4051 FAX.077-544-4425
E-mail：ueno@g-lic.co.jp

滋賀県支部　JR 瀬田駅下車歩 8 分

商材からサービス手法まで
　賃貸管理会社やオー
ナーに向けた日常的な
大量の情報提供ラッシ
ュ。受け手側の判断が
問われます。イベント
の会場ではパンフレッ
トなどを用い情報発信の場に。見る側は、
我が社への有利になる知識や情報を得よう
と熱い視線で見てまわります。
　日管協の京都府支部では定例会など
幹部が集まる機会に企業を招いて商品
紹介の場を設けています。商材選択の勉
強にもなり、担当者からじっくりと商品
の解説があり、質問なども交えて知識向

上へ役立つ機会にしています。時間をゆっくり
取って説明し、聞く側も納得いくまで質問攻
め。支部では企業を招いて聞く・知るために広
い範囲の情報取得の場を設けています。商材へ
の理解力を育てるのにも効果ありです。ここで
じっくり話を聞くと、商材にもなんか説得力が
あるように思えてきますが。

　秋に展開された各地の賃貸不動産業界のイベン
ト。一気の活性開催には驚きのひと言です。日管
協近畿ブロック各支部のイベント会場は人で溢れ
ていました。開催側の力の入れようも相当なもので
コロナ期の閉塞感をぶっ飛ばし、各会場は熱気で
アツアツ。久しぶりに大阪南港で開催された新聞
社の「賃貸住宅フェア」でも待ってましたとばかり
多くの人が集まりました。会場の一部で開催された
日管協大阪府支部主催の「オーナーセミナー」も
相乗効果からか満員に。人が集まる熱気と圧力を
久々に感じ、明日へのエネルギーは満タン状況へ。
　オーナーの姿も多く見かけ、関心の対象を聞くと、
「知る人は知っている大阪の大家主が何を語るかに
興味があった」「業界の先行きを知りたい」などと。

そういえば芝川オーナーはマ
スコミへの登場も少なく、こ
の会場で〝見られる知られる
存在〟に。関西・大阪地元で
相当注目されていました。

「日管協フォーラム」
賑わいました
　開催地近くの神宮の森の木
が少なくなるようで、「今の
うちに美しい並木を見ておこ
う」という「日管協フォーラ
ム」参加者もいたはず。11 月 12 日（火）東京港
区の明治記念館で開催され、近畿ブロックからも
大勢が出かけました。2013 年にスタートした日
管協最大のイベント。「管理業務がパワーアップ
するワンデー」の通り、その横にデコピンにはち
ょっと負けそうなキャラの犬が。会期中は学びの
場となり人で溢れました。

編集後記編集後記  ��
　この冬も各地で煌めく光の饗宴。コロナ５類移
行から１年半。イルミネーションは輝きを増し、
澄み切った空気の中まばゆい衣装をまとう街々は
内外問わず人々を惹きつけ、新たなインバウンド
資源にさえなっている模様です。▼ ｢暴食｣。大罪
と知りながら人類は近代以降エネルギーを喰らい
続け、急成長するＡＩがさらに爆食する。エネル
ギーの安定確保は喫緊の問題です。Ｇ７で自給率
ダントツ最低の日本が光の祭典をいつまで謳歌で
きるのか。賃貸でも戸単位レベルで自給する。暴
食からの脱却。古くて新しい「戒律」が重みを増
しそうです。本年もよろしくお願いします。

注目され続ける存在 注目され続ける存在 
品格や風情保つ現場へ目線品格や風情保つ現場へ目線
　歴史が作る品格と風情。京町家は京都
を訪れる人も地元でも特別な存在です。
市内にある「京・安心住まいセンター」
には各町家の参考資料や現場への案内な
どがあります。町家の情報を得ようと各
地から訪れる人は後を断ちません。
　町家づくりの現場はいつも人だかり。
他都市から訪れる人も目立ち、〝町家〟の
現地はいつも熱いです。
　そこで感じるのはオーナーの町家への
愛とその気持ちに沿う建築家や設計担当
者の存在。かつて現場を訪れた時、行政、
大学関係者、近所の人、マスコミ関係者

が訪れ、工事の途上を見学し
ていました。やがて完成。今
はしっかり町並みに溶け込ん
でいます。オーナーの思いか
ら出発、完成まで長く、ちょ
っとしたドラマもあり、最後
は日管協会員の管理会社がテ
ナントや入居者募集の役を果
たしました。長い思考の日々
と工期を経て完成。大きな決
断からスタートし、行政や大
学や建築関係者などの熱い協
力でやっと「町家」が完成。
専門店やオフィスも入居して歴史・文化継承の
一角に。見学に出かけましょう。（現地は京都市
下京区松原）

●盛り上がる オーナーセミナーの会場
●発見、不特定多数の入場者

近畿各地 秋のイベント大盛況
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風情漂う町家

商品を説明する企業

迫
り
く
る
情
報・選
択
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
…

賑わうセミナー会場

日管協フォーラム キャラ犬
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総括契約
（家財保険）少額短期保険

賃貸住宅
修繕共済

•入居者への価値提供
•新事業・新商品の開発
•会員企業の発展
•地域社会の貢献

•家財保険
•修理費用保険
•借家人賠償責任保険
•個人賠償責任保険

•保険契約者～管理会社
•被保険者～入居者

•掛金～全額経費計上可能
•国土交通大臣認可取得

安⼼保険プラス
Ⅲスーパー

入居者・オーナー様・不動産仲介・管理
会社様に推進する有益な各種サービス

会員企業数2,000社
総店舗数3,500店舗

不動産管理会社が保険
契約者となる契約方式
の家財保険

賃貸住宅の大規模修繕
工事費用の積立制度

全管協れいわ損
害保険株式会社

全国賃貸住宅
修繕住宅共済
協同組合　

全管協少額短期
保険株式会社

お問い合わせは
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全国賃貸管理ビジネス協会
＋関連協力企業・団体


